
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

WiPCE(ウイプシー)って何？ 
 
 「教育のための世界先住民族会議」 
“World Indigenous Peoples Conference for Education” のことです。 
――――――――――――――――――――――――――――――――― 
「WiPCE 2008 @ メルボルン/ オーストラリア に参加して」 
 
 結城幸司（アイヌアート・プロジェクト）・石井ポンペ（テケカラの会）・ 

小野有五（北大・大学院地球環境科学研究院・北大アイヌ・先住民研究センター） 
――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 僕たちは、２００８年１２月７日―１１日、オーストラリアのメルボルンで開かれた「ウイ

プシー（教育のための世界先住民族会議）」に参加し、「エコツーリズムを通じたアイヌの若者

の教育」というタイトルで発表してきました。 
 このコピーの裏面にのせたように、ウイプシーは３年ごとに開かれる世界の先住民族の大会

です。２００５年、アオテアロア（ニュージーランドのマオリ名）で開催された前々回のウイ

プシーでも発表しましたが、このときは、小野しか参加できませんでした（裏面の記事を参照）。

参加してみて、「教育」や「文化伝承」という先住民族にとって重要なテーマについて、世界の

先住民族が発表し、議論し、踊り、歌う、ウイプシーの豊かな内容に圧倒されました。次回は

ぜひ複数のアイヌで参加したいという夢をもち、その実現に向けて準備してきましたが、今回

は、４名のアイヌと、小野、ジェフ・ゲーマンの６人で参加し、２つも発表することができま

した。萱野志朗さん、川上将史さん、ジェフさんの発表については、別に報告されますので、

ここでは僕たちの報告だけをしたいと思います。 
 写真は、ウイプシーの開会式で、大会の成功を祈って行ったカムイノミのもようと、参加し

たたくさんの先住民族のパフォーマンスから、マオリと、カナダ、アラスカの先住民族の踊り

をのせました。 
 
 

   



 
 

   
 

 
発表内容「アイヌ・エコツーリズムを通じてのアイヌの若者の教育」 
 
 ２００５年に「シレトコ先住民族エコツーリズム研究会」（ＳＩＰＥＴＲＵ）という組織をつくり、

シレトコで、アイヌ・エコツアーを始めました。目的は、まずアイヌの権利回復にありました。まだシ

レトコが世界遺産になる前でしたが、世界遺産になったとき、アイヌがその管理に参画するためには、

ここはアイヌがエコツアーをやっている地域だ、アイヌ・エコツアーを行うためにも、サケやシカ、植

物資源をとる権利の回復が必要だ、ということを示すべきだと考えたのです。もちろん、もう一つの大

きな目的は、エコツアーを通じての若者の教育・文化伝承でした。生活に追われるアイヌの若者は、文

化伝承をする余裕もありません。また都会に出ている若者の多くは、エカシやフチがもっていた山や森

についての豊かな知識を知りません。現代に生きるアイヌとして自らの文化を発信していくには、エコ

ツアーによって生活を保障しながら、文化伝承・教育ができるしくみをつくることが重要ではないかと

思ったのです。アイヌ語教育を進めようとしても、それを使う場がないと、とちゅうでやめてしまう若

者もいます。エコツアーのなかにアイヌ語地名の解説や、ユカラなどの語りを入れていくことで、アイ

ヌ語が必要になれば、アイヌ語教育はもっと進むはずです。若者に、それで食べていける、それによっ

て自分たちの言いたいことを伝えることができる職業をつくること、それがアイヌ・エコツアーの目的

です。発表では、北大キャンパスのような札幌のど真ん中でもアイヌ・エコツアーはできる、というこ

とを小川隆吉さんたちと協力してつくったモデル・エコツアーで示しました。 
  
 

  








